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昨
年
９
月
、
福
井
県
内
で
無

職
の
男
が
公
然
わ
い
せ
つ
の
疑

い
で
逮
捕
さ
れ
た
。
自
宅
か
ら

は
、
こ
の
男
が
小
学
生
の
男
児

に
性
的
な
行
為
を
加
え
る
様
子

な
ど
を
撮
影
し
た
動
画
や
静
止

画
像
約

１
千
点
が
押
収
さ
れ

た
。２

カ
月
後
、
今
度
は
大
阪
府

内
で
別
の
無
職
の
男
が
逮
捕
さ

れ
る
。
幼
い
男
女
を
車
に
連
れ

込
み
、
２
人
と
の
性
的
行
為
な

ど
を
撮
影
し
た
悪
質
な
容
疑
。

自
宅
か
ら
見
つ
か

っ
た
大
量
の

画
像
の
中
に
は
、
福
井
で
捕
ま

っ
た
男
の
被
害
者
と
同
じ
児
童

が
映

っ
て
い
た
―
―
。

大
阪
、
福
井
両
府
県
警
が
今

年
７
月
ま
で
の
捜
査
で
摘
発
し

た
男
児
対
象
の
広
域
児
童
ポ
ル

ノ
製
造

・
提
供
事
件
。
逮
捕
、

書
類
送
検
さ
れ
た
容
疑
者
は
大

阪
や
神
奈
川
、
徳
島
、
鹿
児
島

な
ど
１０
府
県
１２
人
、
押
収
画
像

は
１
０
５
万
点
に
上

っ
た
。

各
地
に
散
ら
ば
る
お
ぞ
ま
し

い
犯
罪
を
つ
な
い
だ
の
は
、
当

時
日
本
最
大
規
模
だ

っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
の
男
児
愛
好
サ
イ

ト
だ

っ
た
。
福
井

・
大
阪
の
事

件
で
も
、
サ
イ
ト
の
利
用
仲
間

だ

っ
た
２
人
の
う
ち

一
方
が
自

分
が
撮
影
し
た
男
児
の
こ
と
を

話
し
、
も
う
１
人
が
そ
の
男
児

を
探
し
出
し
て
犯
行
に
及
ん
だ

と
み
ら
れ
て
い
る
。

耀要  ネット こんや18時 ,

ノ は降水 量 5
温 は
゜
C、  ▲ :」

ヽ、気 温 の左

法
規
制
の
遅
れ
な
ど
が
国
際

と
、
動
画
や
静
止
画
像
を
撮
影

的
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
日
本

し
て
い
た
男
ら
は
ゲ
ー
ム
セ
ン

の
児
童
ポ
ル
ノ
対
策
。　
一
部
に

タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
会
場
な
ど
で

は

「
見
て
楽
し
む
だ
け
な
ら
間

子
供
を
物
色
。

「
お
小
遣
い
を

題
な
い
の
で
は
」
と
い
う
誤

っ
　
あ
げ
る
」
と
数
千
円
を
手
渡
し

た
受
け
止
め
も
根
強
い
が
、
児

て
家
や
車
に
連
れ
込
み
、
性
的

童
ポ
ル
ノ
画
像
が
映
し
出
し
て

行
為
を
さ
せ
て
い
た
。

い
る
の
は
、
無
抵
抗
で
被
害
の

　

撮
影
の
た
め
に
専
用
の
住
宅

事
実
さ
え
認
識
で
き
な
い
子
供

を
借
り
て
い
た
男
や
、
自
分
に

た
ち
に
対
す
る
性
的
虐
待
そ
の

近
い
児
童

へ
の
性
行
為
を
撮
影

も
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
た
男
も
い
た
。
ス
イ
ミ

大
阪
府
警

の
調

べ
に
よ
る

ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
だ

っ
た
容
疑
者
は
、
運

動
会
の
応
援
に
出
か
け
る
な
ど

保
護
者
を
信
用
さ
せ
た
う
え
で

手
を
出
し
て
い
た
。

画
像
は
自
慢
し
合
う
か
の
よ

う
に
容
疑
者
間
で
交
換
。
身
元

を
隠
す
た
め
に
、
交
換
に
は
ネ

ッ
ト

の
無
料
通
信
サ
ー
ビ
ス

「
ス
カ
イ
プ
」
を
使

っ
て
い
た
。

経
由
す
る
サ
ー
バ
ー
を
通
信
の

た
び
に
変
更
、
履
歴
が
残
ら
な

い
ス
カ
イ
プ
の
仕
組
み
を
悪
用

し
た
。

児
童
ポ
ル
ノ
事
件
の
摘
発
は

年
々
増
え
、
昨
年
は
９
３
５
件

/隋
24    16

22    17

→ 0
25    20

幸/鰊
27    18

で
過
去
最
悪
を
記
録
し
た
。
今

年
も
全
国
で
摘
発
が
相
次
ぎ
、

６
月
ま
で
の
半
年
間
で
５
９
９

件
。
う
ち
３
２
９
件
が
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
お
り
、

１
０
０
件
は
男
児
が
対
象
だ

っ

た
。
画
像
が
ネ

ッ
ト
上
に
流
通
、

拡
散
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち

の
被
害
は

一
生
続
く
。
ネ

ッ
ト

社
会
の
進
展
で
、
児
童
ポ
ル
ノ

事
件
の
様
相
は

一
変
、
よ
り
深

刻
な
事
態
に
陥

っ
て
い
る
。

犯
罪
学
が
専
門
の
藤
本
哲
也

中
央
大
教
授
は

「
か
つ
て
は
児

童
性
愛
の
気
持
ち
を
他
人
に
言

う
こ
と
さ
え
で
き
な
か

っ
た
。

だ
が
ネ

ッ
ト
の
普
及
で
そ
う
し

た
サ
イ
ト
が
い
く
ら
で
も
見

つ

か
り
、
自
分
は
例
外
で
は
な
い

と
性
癖
が
正
当
化
さ
れ
て
し
ま

う
」
と
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

◇

国
内
外
で
、
陰
湿
な
児
童
ポ

ル
ノ
排
除
に
向
け
た
機
運
が
高

ま

っ
て
い
る
。
だ
が
、
被
害
実

態
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
く
、　
一
般
の
関
心
が
高

ま

っ
て
い
る
と
も
言
い
難
い
。

何
が
問
題
で
、
ど
う
す
れ
ば
有

効
な
対
策
が
と
れ
る
の
か
。
児

童
ポ
ル
ノ
の
現
状
や
規
制
を
め

ぐ
る
動
き
を
報
告
す
る
。

画
像
が
流
通
事
件
深
刻
に

ヽ



鱚 l υ3直罫こ こ黎3FF清](夕 J13) 20■ 〇年 (平成 22年 )■ ○ 月 5日 (火 曜 日)

「ｍ̈

子を
｀
商品化《する母親たち

⊂
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寝
転
ん
だ
母
親

（２３
）
の
上

で
裸
の
ま
ま
卑
わ
い
な
ポ
ー
ズ

を
取
ら
さ
れ
、
無
邪
気
に
笑
顔

を
浮
か
べ
る
２
歳

の
少
女

の

姿
。
左
手
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
操
る
母
親
の
有
手
は
我
が
子

の
小
さ
な
足
を
広
げ
、
画
像
の

端
に
わ
ず
か
に
映
る
母
親
の
回

元
は
表
情
を
示
さ
ず
、　
一
文
字

に
結
ば
れ
た
ま
ま
だ

っ
た
。

宮
城
県
警
が
２
０
０
９
年
か

ら
今
年
に
か
け
て
摘
発
し
た
児

童
ポ
ル
ノ
事
件
は
、
遊
ぶ
金
や

生
活
費
欲
し
さ
に
、
自
分
の
娘

を
″商
品
化
〃
す
る
母
親
た
ち
の

存
在
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

わ
い
せ
つ
な
画
像
を
自
ら
撮

影
し
て
売

っ
た
り
、
愛
好
者
の

男
に
引
き
合
わ
せ
て
淫
行

（
い

ん
こ
う
）
ま
で
さ
せ
た
り
―
―
。

一
連
の
捜
査
は
１
都
２
府
８
県

に
及
び
、
愛
好
者
の
男
３
人
と

誘
い
役
の
女
に
加
え
、
２０
～
３０

代
の
実
の
母
親
９
人
と
姉
１
人

を
摘
発
す
る
に
至

っ
た
。
被
害

者
の
中
に
は
、
わ
ず
か
１
歳
の

子
も
い
た
。

捜
査
員
の

一
人
は

「
ま
さ
か

こ
ん
な
に
多
く
の
母
親
が
、
と

驚
き
だ

っ
た
」
と
嘆
き
、
続
け

た
。

「
画
像
が
い
っ
た
ん
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
流
れ
た
ら
回

収
で
き
な
い
。
小
さ
い
子
は
ま

だ
自
分
の
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
な
い
が
、
物
心
つ
い
た

時
に
ど
う
な
る
の
か
…
…
」

事
件
発
覚
の
き

っ
か
け
は
宮

城
県
内

の
母
親

（
２２
）
の
″
被

害
相
談
″
だ

っ
た
。
ネ

ッ
ト
を

通
じ
て
下
着
を
売

っ
て
い
た
ら

堺
市
の
女

（２‐
）
か
ら
メ
ト
ル

で
誘
わ
れ
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま

当
時
１
歳
の
子
の
卑
わ
い
な
画

像
を
撮

っ
て
送

っ
た
。
だ
が
、

一
度
手
に
し
た
代
金
約
１５
万
円

の
返
金
を
求
め
ら
れ
る
ト
ラ
ブ

ル
と
な
り
、
自
ら
県
警

へ
。
そ

こ
か
ら
芋
づ
る
式
に
母
親
た
ち

の
犯
行
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

母
親
た
ち
は
摘
発
後
、

「
反

省
」
や

「
後
悔
」
を
繰
り
返
し

口
に
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
捜

査
段
階
で
県
警
が
母
親
た
ち
を

追
及
す
る
と

「
自
分
の
子
の
こ

と
だ
か
ら
人
に
迷
惑
は
か
け
て

い
な
い
」
と
言
い
、
後
悔
し
た

の
は
子
供

へ
の
行
為
で
は
な
く

「
隣
近
所
に
ば
れ
て
し
ま

っ
た

こ
と
」
。
捜
査
幹
部
は

「
金
目

当
て
で
、
罪
悪
感
に
と
ぼ
し
い

親
が
ほ
と
ん
ど
だ
」
と
み
る
。

昨
年
１０
月
に
は
愛
知
、
石
川

両
県
警
が
小
学
１
年
の
娘
の
下

着
姿
の
画
像
を
売

っ
て
い
た
名

古
屋
市
の
両
親
を
逮
捕
。
先
月

末
に
も
宮
城
県
警
が
、
４
歳
の

長
女
の
裸
の
画
像
を
撮
影
し
て

売

っ
た
と
し
て
札
幌
市
の
無
職

／聰

２３

の
母
親

（
２７
）
を
逮
捕
し
た
。

宮
城
県
警
少
年
課
の
幹
部
は

「
ま
だ
ま
だ

『
我
が
子
を
売
る

親
』
は
氷
山
の

一
角
。
愛
好
者

に
よ
る
需
要
と
、
そ
れ
に
応
じ

る
親
た
ち
の
供
給
の
連
鎖
を
、

ど
こ
か
で
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
。

最
近
で
は
、
親
が
幼
い
娘
を

過
激
な
衣
装

に
身
を
包

ん
だ

「着
エ
ロ
」
や

「
ジ

ュ
ニ
ア
ア

イ
ド
ル
」
に
仕
立
て
上
げ
、
撮

影
会
を
開
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

漫
画
の
性
描
写
の
規
制
を
巡

っ
て
論
議
を
呼
び
、
東
京
都
議

会
で
６
月
に
否
決
さ
れ
た
都
青

少
年
健
全
育
成
条
例
の
改
正
案

に
は
、
悪
質
な
ジ

ュ
ニ
ア
ア
イ

ド
ル
誌

へ
１３
歳
未
満
の
子
供
を

出
演
さ
せ
な
い
な
ど
、
親
の
努

力
義
務
も
盛
り
込
ま
れ

て
い

た
。
都
は
改
正
案
の
再
提
出
に

意
欲
的
で
、
い
ま
や
親
の
責
任

を
行
政
が
義
務
化
す
る
事
態
と

な

っ
て
い
る
。

拳 →

青少年健全育成条例改正案を否決
した都議会総務委員会 (6月 )
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「
日
本
の
固
定
端
末
２０
ヵ
所

か
ら
児
童
ポ
ル
ノ
が
発
信
さ
れ

て
い
る
」
。
２
０
０
８
年
６
月
、

国
際
刑
事
警
察
機
構

（Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
）
を
経
由
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦
警
察
か
ら
日
本
の
警
察
庁

に
通
報
が
あ

っ
た
。
同
国
は
世

界
約
７０
ヵ
国
に
呼
び
か
け
、
児

童
ポ
ル
ノ
の

一
斉
摘
発
作
戦
に

乗
り
出
し
て
い
た
。
警
察
庁
の

依
頼
で
捜
査
を
進
め
た
埼
玉
県

警
は
東
京
、
福
島
、
広
島
な
ど

７
都
県
の
会
社
員
や
大
学
生
ら

７
人
を
摘
発
。
国
際
共
同
捜
査

の

一
端
を
担

っ
た
。

警
察
庁
に
は
現
在
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
児
童
ポ
ル
ノ

に
関
す
る
情
報
が
年
間
百
件
程

度
、
海
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。

す
で
に
サ
イ
ト
が
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

「
日
本

人
少
女
の
画
像
」
が
実
は
東
南

ア
ジ
ア
の
子
供
だ

っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
が
、
児
童
ポ
ル
ノ

規
制
に
対
す
る
各
国
の
関
心
の

強
さ
が
う
か
が
え
る
。

「
児
童
ポ
ル
ノ
の
最
大
の
輸

出
国
で
あ
り
消
費
国
」
―
―
。

日
本
は
こ
の
よ
う
な
表
現
で
し

ば
し
ば
国
際
的
に
批
判
を
受
け

て
き
た
。
日
本
の
警
察
な
ど
に

は
各
国
の
状
況
を
比
較
し
た
デ

ー
タ
は
な
い
が
、
英
国
の
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
監
視
団
体
や
イ
タ

リ
ア
の
児
童
保
護
団
体
な
ど
海

外
機
関
の
分
析
で
は
、
批
判
の

根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。

宗
教
や
社
会
的
規
範
、
風
俗

風
習
の
違
い
な
ど
か
ら
、
欧
米

と
異
な
り
日
本
は
昔
か
ら
子
供

の
裸
の
写
真
や
絵
画
に
寛
容
だ

っ
た
。
ま
た
主
要
８
カ
国
の
中

で
ロ
シ
ア
と
日
本
だ
け
が
児
童

叩
〇
/寺

ポ
ル
ノ
の
単
純
所
持
を
処
罰
す

る
規
定
を
持
た
な
い
こ
と
も
あ

り
、
日
本
が
児
童
ポ
ル
ノ
大
国

で
あ
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
独
り

歩
き
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

子
供
に
対
す
る
性
虐
待
そ
の

も
の
と
い
う
悪
質
な
事
件
は
日

本
で
も
起
き
て
お
り
、
摘
発
の

強
化
は
必
要
だ
。
だ
が
全
体
を

見
れ
ば
、
日
本
の
児
童
ポ
ル
ノ

に
は
女
子
高
生
ら
が
児
童
買
春

の
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
な
ど

が
含
ま
れ
、
欧
米
諸
国
が
特
に

問
題
視
す
る

「
児
童
ポ
ル
ノ
＝

‐２
歳
未
満
の
子
供
た
ち
へ
の
レ

イ
プ
」
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
た
め
法
整
備
な
ど
の
対
策

が
遅
れ
て
い
た
と
い
う
側
面
も

あ
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
自
国
内
の

状
況
と
は
別
に
国
際
化
の
進
展

は
対
策
や
捜
査
の

「
国
際
標
準

化
」
を
い
や
応
な
し
に
迫
る
。

特
に
ネ

ッ
ト
の
世
界
で
は
画
像

の
遮
断

（ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
）
な

ど
各
国
並
み
の
対
応
を
と
ら
な

い
こ
と
で
日
本
が
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
（抜
け
穴
）
に
な
る
恐
れ
が
指

摘
さ
れ
る
。
児
童
ポ
ル
ノ
対
策

は
テ
ロ
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
と
同
様
、
国
際
社
会
が
足
並

み
を
そ
ろ
え
て
根
絶
を
図
る
対

象
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

政
府
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議

は
７
月
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
導
入

を
柱
と
す
る

「
児
童
ポ
ル
ノ
排

除
総
合
対
策
」
を
策
定
。
警
察

庁
も
４
月
、
少
年
課
に
児
童
ポ

ル
ノ
対
策
官
室
を
設
置
し
、
捜

査
体
制
の
整
備
と
摘
発
の
積
極

化
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
る
。　
一

連
の
対
応
は
国
際
社
会
の

一
員

と
し
て
の
、
日
本
政
府
や
警
察

の
危
機
感
の
表
れ
で
も
あ
る
。

③

世界と足並み対策急ぐ

量

鰤
20    13

→守
21     15

→■
21     17

→■

マ
■
性
４
リ
ウ
０
一
■
■
■
，
■
， ■
■
■
■
■
一■
■
“
■
，
●
■

画像分析な どにあたる児童ポ
ル ノ対策官室 の職員 (都内 )
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先
月
上
旬
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

の
業
界
団
体
が
都
内
で
緊
急
勉

強
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
プ
ロ

ッ
キ
ン
グ
を
考
え
る
」
。
参
加

者
は
約
１
５
０
人
、
主
催
者
の

予
想
を
大
幅
に
超
え
、
会
場
を

変
更
し
て
の
開
催
だ

っ
た
。

児
童
ポ
ル
ノ
の
拡
散
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン

グ
。
ブ
ラ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
載

っ

た
サ
イ
ト

ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
強

制
的
に
遮
断
し
、
海
外
サ
イ
ト

な
ど
取
り
締
ま
り
や
個
別
の
サ

イ
ト
管
理
者
ら
の
削
除
措
置
の

対
象
に
で
き
な
い
ケ
ー
ス
に
も

効
果
が
あ
る
。
海
外
で
も
導
入

さ
れ
て
お
り
、
警
察
庁
が
リ
ス

ト
作
成
に
補
助
金
を
計
上
す
る

な
ど
７
月
の
政
府
の
総
合
対
策

の
目
玉
と
し
て
来
年
度
導
入
が

掲
げ
ら
れ
た
。

勉
強
会
が
関
心
を
呼
ん
だ
の

に
は
伏
線
が
あ

っ
た
。
対
策
作

り
の
過
程
で
警
察
庁
が
即
時
遮

断
の
導
入
を
強
く
主
張
、

「削

除
要
請
も
せ
ず
、
遮
断
し
た
ら

訴
訟
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
わ
れ

わ
れ
」
と
業
界
に
戸
惑
い
が
広

が

っ
て
い
た
か
ら
だ
。

ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ク
セ
ス
先
を

同
意
な
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る

の

は
、
通
信
の
秘
密
の
権
利
を
脅

か
し
か
ね
な
い
。
通
信
事
業
者

に
と

っ
て
は
自
ら
の
存
立
基
盤

を
問
わ
れ
か
ね
な
い
危
う
い
措

置
だ
。
リ
ス
ト
選
定
に
も
解
釈

の
余
地
が
あ
り
、
必
要
以
上
に

ブロッキングは両刃の剣

/は 降 717
温 ιま
°
C、

%、 気 浩

及
べ
ば
発
信
者
側
の
表
現
の
自

由
を
侵
す
。
業
界
は
総
務
省
や

内
部
で
検
討
の
末
、

「
深
刻
な

権
利
侵
害
を
回
避
す
る
緊
急
避

難
と
し
て
の
例
外
措
置
な
ら
可

能
。
た
だ
し
問
題
サ
イ
ト

ヘ
の

削
除
要
請
が
前
提
条
件
」
と
結

論
を
出
し
て
い
た
。

勉
強
会
で
矢
面
に
立

っ
た
警

察
庁
の
担
当
者
は

「削
除
要
請

へ
の
対
応
を
い
つ
ま
で
も
待
て

な
い
ケ
ー
ス
ヘ
の
措
置
が
必
要

と
い
う
趣
旨
。
誤
解
が
あ
る
」

と
釈
明
し
た
が
、
業
界
関
係
者

は
過
剰
宣
伝
と
も
い
え
る
当
局

の
真
意
を
測
り
か
ね
る
。

思
惑
の
違
い
は
ま
だ
あ
る
。

ブ
ロ
ツ
キ
ン
グ
に
は
問
題
サ
イ

ト
を
含
む
サ
ー
バ
ー
ご
と
遮
断

す
る
方
式
と
個
別
の
サ
イ
ト
や

画
像
ご
と
に
き
め
細
か
く
対
応

広
角
欲
丙

す
る
方
式
が
あ
り
、
導
入
費
用

に
も
差
が
あ
る
。
サ
ー
バ
ー
単

位
な
ら
負
担
は
小
さ
い
が
、
精

度
は
下
が
り
、
抜
け
道
も
生
じ

る
た
め
警
察
庁
は
否
定
的
。
が
、

中
小
を
含
め
１
２
０
０
社
と
さ

れ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
業
界
の
資

金
、
技
術
格
差
は
大
き
い
。

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
法
的
問
題

の
検
討
を
担
当
し
て
き
た
森
亮

二
弁
護
士
は

「
目
的
に
反
対
す

る
人
は
い
な
い
。
た
だ
フ
ァ
イ

ル
交
換
ソ
フ
ト
の
や
り
と
り
に

は
使
え
な
い
な
ど
、
絶
対
で
は

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
般

ユ
ー
ザ
ー
を
巻
き
込
み
、
容
易

に
他
の
目
的

へ
の
転
用
が
可
能

な
仕
組
み
を
導
入
す
る
リ
ス
ク

が
日
本
で
は
認
識
さ
れ
て
い
な

い
」
と
話
す
。
過
大
な
期
待
や

宣
伝
は
、
そ
の
劇
薬
の
副
作
用

を
覆
い
隠
す
役
割
を
果
た
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
。

プロバイダー業界の緊急勉
強会 (9月上旬、都内 )
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東京都心

練  馬
八 王 子

横  浜
海 考 名

小 田原

千  葉
木 更 津

さいたま

熊  谷
水  戸
土  浦
宇 都 宮

前  橋
甲  府
静  岡

児
童
ポ
ル
ノ
の
製
造
や
販
売

の
禁
上
に
加
え
、
買
い
手
も
規

制
に
含
め
る
法
改
正
議
論
が
暗

礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
。
昨
年

の
政
権
交
代
前
に
当
時
の
自
公

与
党
案
、
野
党
民
主
党
案
を
基

に
協
議
が
進
ん
だ
が
、
結
局
幻

の
合
意
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、

自
公
案
が
再
提
出
さ
れ
、
今
年

の
参
院
選
前
に
は
民
主
党
内
で

も
検
討
作
業
が
始
ま

っ
た
が
、

協
議
は
再
開
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
の
児
童
ポ
ル
ノ
対
策
は

″外
圧
″
に
促
さ
れ
、
議
員
立
法

で
導
入
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

１
９
９
９
年
の
児
童
買
春

・
児

童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
の
成
立
時
、

２
０
０
４
年
の
改
正
時
も
与
野

党
協
議
で
調
整
さ
れ
て
き
た
。

販
売
目
的
で
な
い
単
純
所
持
の

禁
止

・
処
罰
化
は
当
初
か
ら
の

検
討
課
題
な
が
ら
、
溝
が
埋
ま

ら
な
い
で
い
る
。

な
ぜ
か
。
法
の
目
的
は
児
童

の
性
の
商
品
化
、
搾
取
の
禁
止

だ
。
社
会
秩
序
維
持
を
目
的
と

す
る

一
般
の
わ
い
せ
つ
物
規
制

と
異
な
り
、
買
い
手
も

「
共
犯

者
」
と
し
て
処
罰
す
べ
き
と
い

う
理
屈
だ
が
、
民
主
党
な
ど
は

処
罰
す
る
な
ら
そ
の
目
的
に
沿

っ
て
犯
意
が
明
確
な

「
取
得
罪

で
」
と
主
張
。
自
公
は
そ
れ
で

は
ま
ん
延
し
た
実
態
に
対
応
で

き
な
い
と
し
、
麻
薬
や
銃
の
よ

う
な

「
単
純
所
持
罪
」
を
唱
え

て
き
た
。
児
童
ポ
ル
ノ
の
定
義

を
明
確
化
す
べ
き
と
の
議
論
も

伴
う
。

昨
年
の

「
合
意
」
で
は
児
童

ポ
ル
ノ
の
定
義
を
よ
り
厳
格
化

し
、
性
的
好
奇
心
を
満
た
す
目

的
の
単
純
所
持
を
処
罰
対
象
と

す
る

一
方
、
改
正
法
施
行
以
前

に
取
得
し
た
も
の
は
処
罰
対
象

と
し
な
い
と
い
う
、
ま
さ
に
折

衷
案
で
合
意
し
つ
つ
あ

っ
た
。

児
童
ポ
ル
ノ
事
件
に
詳
し
い

奥
村
徹
弁
護
士
は

「
刑
罰
法
な

の
に
立
法
過
程
で
厳
密
な
法
の

検
討
が
な
く
、
現
行
法
の
運
用

も

一
貫
性
を
欠
く
」
と
指
摘
す

る
。
例
え
ば
、
わ
い
せ
つ
ビ
デ

オ
に
該
当
す
る
複
数
の
児
童
ポ

ル
ノ
を
販
売
し
た
場
合
に
、
刑

法
の
わ
い
せ
つ
図
画
販
売
罪
な

ら
全
体

で

一
罪
と
見
な
さ
れ

る
。
が
、
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
で

は
虐
待
行
為
と
し
て

一
つ

一
つ

罪
を
構
成
す
る
。
結
果
、
わ
い

覺

卜

せ
つ
図
画
に
該
当
し
な
い
内
容

の
ビ
デ
オ
の
方
が
量
刑
の
上
限

が
重
い
と
解
釈
す
る
最
高
裁
判

例
も
あ
る
。
も
と
も
と
、
強
制

わ
い
せ
つ
罪
に
当
た
る
の
に
、

量
刑
の
軽
い
児
童
ポ
ル
ノ
製
造

罪
で
立
件
さ
れ
る
例
も
あ
る
。

奥
村
弁
護
士
に
は
社
会
的
地

位
の
あ
る
人
物
か
ら
過
去
に
集

め
た
児
童
ポ
ル
ノ
の
処
分
と
証

明
書
発
行

の
依
頼

が
舞

い
込

む
¨
単
純
所
持
の
罰
則
化
を
恐

れ
て
の
こ
と
だ
。

「捨
て
れ
ば

い
い
と
い
っ
て
も
、
な
い
こ
と

の
証
明
は
困
難
。
自
殺
者
も
出

か
ね
な
い
。
購
入
先
の
割
り
出

し
に
も
役
立
つ
い
届
け
出
に
よ

る
減
免
制
度
な
ど
捜
査
現
場

の

経
験
を
生
か
す
議
論
も
今
は
抜

け
て
い
る
」
。
法
規
制

へ
の
「
つ

ぎ
は
ぎ
」
の
議
論
は
壁
に
ぶ

つ

か

っ
て
い
る
。

1猛:法改正を求め署名活動 す

る ユ ニ セ フ の 賛 同 者 ら

(5日 、東京都港区 )

単純所持処罰 議論続く 幌

屋

阪

岡

古

札

名

大

福

ノ は降水奎

温 ιま
°
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東京者防さ

練  馬
八 王 子

横  浜
海 老 名

小 田原

千  葉
木 更 津

さいたま

熊  谷
水  戸
土  ,甫

宇 都 宮

前  橋
甲  府
静  岡

利
用
者
同
士
の
交
流
も
で
き

応
じ
た
女
児
に
は
要
求
を
エ
ス

る
携
帯
電
話
の
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト

カ
レ
ー
ト
。
断
ら
れ
る
と
そ
れ

で
知
り
合
い
、
同
じ

「
小
学
生

ま
で
に
得
た
画
像
を

「
ネ

ッ
ト

の
女
の
子
」
だ
と
思

っ
て
メ
ー

に
投
稿
し
よ
う
か
な
」
な
ど
と

ル
を
交
換
し
て
い
た
相
手
は
、
　

脅
し
、
よ
り
卑
わ
い
な
画
像
を

実
は
３‐
歳
の
無
職
の
男
。
そ
う

送
ら
せ
て
い
た
。

と
は
知
ら
な
い
女
児
は
、
自
ら

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
全
国
の

の
下
着
姿
や
裸
の
画
像
ま
で
送

警
察
は
今
年
、
上
半
期
と
し
て

っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。

こ
の
男
は
８
月
、
北
海
道
警

に
児
童
買
春

。
ポ
ル
ノ
禁
止
法

違
反

（単
純
製
造
な
ど
）
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
た
。
男
は
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
で
小
学

生
の

「
ゆ
か
ち
ゃ
ん
」
と
名
乗

り
、
知
り
合

っ
た
小
中
学
生
ら

に

「
見
せ

っ
こ
し
よ
う
」
と
メ

ー
ル
し
下
着
姿
や
裸
の
画
像
を

要
求
。
約
１
年
間
で
全
国
の
８０

人
も
の
画
像
を
集
め
て
い
た
。

男
は
調
べ
に
「
（女
児
ら
は
）

簡
単
に
、
思

っ
た
通
り
送
信
し

て
き
た
」
と
供
述
。　
一
度
で
も

は
過
去
最
高
の
５
９
９
件
の
児

童
ポ
ル
ノ
事
件
を
摘
発
。
こ
の

う
ち

「単
純
製
造
」
事
件
の
３

割
強
に
当
た
る
約
９０
件
は
、
男

に
だ
ま
さ
れ
た
り
脅
さ
れ
た
り

し
、
少
女
ら
が
自
ら
裸
の
画
像

を
送

っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。

交
流
サ
イ
ト

（Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
や

「
プ
ロ
フ
」
な
ど
の
自
己
紹
介

サ
イ
ト
と
い

っ
た

「
非
出
会
い

系
サ
イ
ト
」
を
通
じ
た
被
害
も

急
増
。
今
年
上
半
期
の
被
害
児

童
は
前
年
同
期
か
ら
８３
人
に
倍

増
し
、
低
年
齢
層
が
目
立
つ
。

道
警
の
事
件
で
も
、
被
害
に

遭

っ
た
女
児
ら
は
当
初
は
純
粋

に
ゲ
ー
ム
や
ブ
ロ
グ
に
興
じ
て

い
た
だ
け
だ

っ
た
。

普
通
の
子
が
身
近
に
あ
る
落

と
し
穴

に
自
ら
陥

っ
て
し
ま

う
、
い
わ
ば

「
自
己
被
害
」
の

実
態
。　
一
方
で
、
名
の
知
れ
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
は
、
有
害
サ
イ
ト

ヘ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ

（閲
覧
制
限
）

が
か
か
ら
ず
、
子
供
が
自
由
に

見
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ

だ
け
に
、
業
界
側
に
は

一
層
の

責
任
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

会
員
数
２
０
０
０
万
人
超
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
大
手
の
グ
リ
ー
は
、
東

京
都
の
本
社
内
で
２
０
０
人
体

制
で
常
時
監
視
を
実
施
。
出
会

い
目
的
の
利
用
に
は
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
を
重
く
し
、
利
用
者

へ
の

注
意
喚
起
を
強
め
る
な
ど
、
今

夏
か
ら
厳
し
い
対
策
を
取
る
。

担
当
者
は

「相
手

へ
の
直
メ
ー

ル
や
直
電
を

一
掃
し
、
健
全
化

を
進
め
た
い
」
と
強
調
す
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）

「青
少
年
メ
デ
ィ

ア
研
究
協
会
」
の
下
田
博
次
理

事
長
は

「誰
に
も
リ
ス
ク
を
教

わ
ら
な
い
ま
ま
、
反
社
会
的
な

子
供
の
携
帯
文
化
が
広
が

っ
て

い
る
。
自
分
の
裸
を
撮

っ
て
送

っ
て
し
ま
う
子
も
、
そ
の
被
害

者
だ
」
と
指
摘
。

「
保
護
者
自

身
が
危
険
性
を
理
解
し
、
企
業

側
に
も
よ
い
競
争
を
促
す
こ
と

が
必
要
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

交流サイトに潜む悪意 札  幌
名 古 屋

大  阪
福  岡
/は降水』
浩讃ま
°
C、 |

ヽ、気温
`

こんや18

グ リーは本社 内で常時監視を
行 って いる (東京・ 六本木 )
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翻
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静  岡

Ｌ
パ
ソ
コ
ン
で
作
ら
れ
た
映

像
が
嗜
癖

（し
へ
き
）
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
子
供

へ
の
加

害
に
及
ぶ
背
景
が
あ
る
。
こ
の

部
分
に
も

一
定
の
規
制
が
必
要

で
は
な
い
か
」
。
京
都
府
が
制

定
を
目
指
す
児
童
ポ
ル
ノ
規
制

条
例
を
検
討
す
る
専
門
家
会

議
。
今
月
１５
日
、
児
童
福
祉
を

専
門
と
す
る
学
者
委
員
か
ら
の

意
見
に
緊
張
が
走

っ
た
。

山
田
啓
二
知
事
が

「
日
本

一

厳
し
い
条
例
を
」
と
選
挙
公
約

に
掲
げ
始
ま

っ
た
審
議
。
自
治

体
レ
ベ
ル
で
規
制
の
焦
点
を
絞

る

の
に
メ

ン
バ
ー
は
腐
心
す

る
。
座
長
の
土
井
真

一
京
大
教

授
が
、
こ
の
日
の
冒
頭
、

「
ア

ニ
メ
類
は
議
論
に
時
間
が
か
か

る
。
検
討
対
象
は
実
在
児
童
の

被
害
に
限
定
す
る
。
前
回
確
認

さ
れ
ま
し
た
」
と
念
を
押
し
て

い
た
中
で
の
発
言
だ

っ
た
。

今
夏
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
類
で

描
か
れ
た
青
少
年
を

「
非
実
在

青
少
年
」
と
定
義
、
性
的
交
渉

対
象
と
し
て
扱

っ
た
作
品
を
新

た
に
規
制
し
よ
う
と
し
た
東
京

都
の
青
少
年
保
護
条
例
案
が
、

漫
画
家
や
出
版
業
界
の
猛
反
発

を
受
け
た
。
子
供
た
ち
へ
の
図

書
販
売
を
制
限
す
る
規
制
本
の

審
査
に
か
か
わ
る
内
容
だ

っ
た

が
、
創
作
物
の
児
童
ポ
ル
ノ
指

定
全
般
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論

と
し
て

一
気
に
広
が

っ
た
。

虐
待
の
防
止
を
目
的
と
す
る

児
童
ポ
ル
ノ
規
制
。
創
作
物
に

は
実
在
の
被
害
者
は
存
在
し
な

規制 議論の
｀
地雷

い
。
し
か
し
、
社
会
規
範
や
風

潮
を
変
え
な
け
れ
ば
解
決
し
な

い
、
と
い
う
倫
理
的
価
値
観
に

基
づ
く
主
張
は
根
強
く
ヽ
自
民

・
公
明
両
党
の
法
改
正
案
に
も

検
討
課
題
と
し
て
盛
ら
れ
て
い

る
。
模
倣
さ
れ
、
実
際
の
犯
罪

を
助
長
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸

念
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

法
規
制
が
実
写
に
限
定
さ
れ

る
現
在
も
捜
査
現
場
で
は
被
写

体
の
人
物
特
定
が
困
難
を
極
め

る
。
医
師
が
体
の
画
像
を
分
析

し
、
鑑
定
す
る
手
間
を
か
け
立

件
す
る
例
は
珍
し
く
な
い
。
法

規
制
は
１８
歳
未
満
だ
が
、
事
件

の
摘
発
は
か
な
り
幼
い
年
齢
の

子
供
の
被
害
例
に
絞
ら
ぎ
る
を

得
な
い
。
成
人
が
幼
女
の
格
好

を
し
て
い
て
も
禁
上
で
き
る
創

問
題
は
解
決
す
る
。

一
方
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
規
制

へ
の
懸
念
は
文
化
活
動
や
表
現

活
動
へ
影
響
が
及
ぶ
点
だ
。
欧

米
で
は
創
作
物
の
規
制
例
も
あ

る
が
、
論
議
の
前
提
と
な
る
社

会
的
文
化
的
背
景
が
異
な
る
・。

日
本
の
児
童
ポ
ル
ノ
規
制
の
間

題
点
を
指
摘
し
て
き
た
山
口
貴

士
弁
護
士
は

「被
害
者
の
い
な

い
創
作
物
に
つ
い
て
は
、
表
現

の
自
由
と
衝
突
す
る
他
の
人
権

は
な
く
、
憲
法
上
、
規
制
を
正

当
化
で
き
な
い
」
と
話
す
。

法
改
正
の
署
名
活
動
を
進
め

て
き
た
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
の

趣
旨
書
は
創
作
物
も
準
児
童
ポ

ル
ノ
と
し
て
規
制
を
求
め
て
い

た
が
５
月
以
降
、
そ
の
文
字
が

消
え
た
。
ア
ニ
メ
規
制
は
日
本

ニ メ 幌

屋

阪

岡

古

札

名

大

福

ノ は降 7」K

温 ιま
°
C、

%、 気温

アニメ規制を別議論 とした京都府の
児童ポルノ条例検討審議会 (15日 )
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「何
度
も
性
的
な
暴
行
を
受

け
、
裸
の
写
真
を
撮
ら
れ
た
。

『
誰
か
に
話
し
た
ら
写
真
を
ば

ら
ま
く
』
と
脅
さ
れ
、
怖
く
て

被
害
に
遭
い
続
け
ま
し
た
「
今

で
も
カ
メ
ラ
を
見
た
リ
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
を
聞
く
と
吐
き
気
が

し
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
」

子
供
た
ち
の
心
と
体
に
刻
み

込
ま
れ
る
事
件
の
傷
跡
。
警
察

や
医
療
機
関
、
児
童
相
談
所
な

ど
は
手
探
り
で
被
害
児
童
支
援

の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、
本

格
的
な
児
童
ポ
ル
ノ
対
策
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
。
直
面
す
る

課
題
は
大
き
い
。

「
親
に
心
配
さ
せ
た
く
な
い
」

と
被
害
を
言
い
出
せ
な
い
。
幼

い
た
め
被
害
の
事
実
さ
え
理
解

で
き
な
い
。

「
事
件
を
思
い
出

さ
せ
た
く
な
い
」
と
親
が
接
触

を
拒
む
。
身
内
が
加
害
者
の
た

め
家
庭
が
崩
壊
す
る
―
―
。

様

々
な
個
別

の
事
情

に
加

え
、
対
応
を
難
し
く
し
て
い
る

の
が
日
本
の
児
童
ポ
ル
ノ
の
特

殊
性
や
多
様
性
。
今
年
上
半
期

に
摘
発
さ
れ
た
事
件
で
も
、
子

供
が
性
行
為
を
強
要
さ
れ
撮
影

さ
れ
た
例
は
全
体

の
１
割
強

で
、
大
半
は
児
童
買
春
の
場
で

の
撮
影
や
、
携
帯
電
話
の
交
流

サ
イ
ト
な
ど
で
知
り
合

っ
た
相

手
に
自
分
か
ら
裸
の
画
像
を
送

っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
。

女
性
警
察
官
や
臨
床
心
理
士

な
ど
８
人
で
つ
く
る
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
被
害
児

童
の
ケ
ア
や
非
行
少
年
の
立
ち

直
り
支
援

に
あ
た
る
熊
本
県

警
。
被
害
を
抱
え
込
み
、
深
刻

な
精
神
状
態
に
陥

っ
て
し
ま

っ

た
子
供
に
は
定
期
的
に
面
談
を

繰
り
返
す
な
ど
、
対
応
が
長
期

に
わ
た
る

こ
と
も
珍
し
く
な

い
。一

方
で
、
携
帯
電
話
の
ゲ
ー

ム
サ
イ
ト
で
知
り
合

っ
た
男
に

裸
の
画
像
を
送

っ
て
し
ま

っ
た

子
供
が
、
す
ぐ
に
別
の
ゲ
ー
ム

サ
イ
ト
に
登
録
し
て
い
た
ケ
ー

ス
も
。

「
あ
の
サ
イ
ト
は
だ
め

だ

っ
た
け
ど
、
こ
こ
は
い
い
」

と
話
す
子
供
に
、
捜
査
員
は
「
ど

う
い
う
言
葉
で
ど
う
説
明
す
れ

ば
分
か

っ
て
も
ら
え
る
の
か
」

と
ぼ
う
ぜ
ん
と
な

っ
た
。

「援
助
交
際
」
を
し
て
い
る

子
供
は
被
害
を
受
け
て
い
る
と

の
認
識
が
低
く
、
そ
の
被
害
が

将
来
に
わ
た

っ
て
続
く
と
い
う

意
識
も
な
い
と
い
う
。
県
警
少

冬

汎

年
課
の
冨
田
慶
二
次
席
は

「被

害
児
童
や
保
護
者
の
状
況
に
よ

り
対
応
は
様
々
。
事
件
を
地
道

に
検
挙
し
、
子
供
た
ち
が
将
来
、

幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

買
春
が
か
ら
む
児
童
ポ
ル
ノ

事
件
に
つ
い
て
は
、

「
カ
ネ
ロ

当

て
に
自
ら
が
招

い
た
結
果

だ
」
と
い
う
受
け
止
め
も
根
強

い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
子
供
た

ち
は
、
大
人
が
子
供
の
行
動
に

無
関
心
で
、
子
供
の
性
を
商
品

化
し
て
顧
み
な
い
社
会
の
被
害

者
で
も
あ
る
。
子
供
た
ち
が
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
で
済
む

社
会
づ
く
り
こ
そ
が
（
最
大
の

児
童
ポ
ル
ノ
対
策
だ
。

（第
６６
集
お
わ
り
）

第
６６
集
は
田
原
和
政
、
坂
口
祐

一
両
編
集
委
員
、
小
沢

一
郎
が
担

当
し
ま
し
た
。

熊本県警のサポー トセン

ターは児童 ポル ノ被害 の

電話相談 も受け付 ける

府

岡

甲

静

事件の傷跡 地道にケア


